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情報技術（IT）を金融面に応用し、新たな金融サービ
スにつなげていく“フィンテック”（FinTech）に注目が高
まっています。投資信託の分野でも、投資経験の浅い
個人向けに資産運用を指南するロボット・アドバイザー
（ロボアド）と呼ばれる金融サービスが広がりつつありま
す。パソコンやスマートフォンからwebサイトやアプリに
アクセスし、各個人のリスク特性を判定する質問に幾
つか答えると、先行き老後の生活が始まるまでの年数
等を踏まえた中長期的な観点で、それぞれに合った
資産配分のアドバイス等が受けられます。一人ひとり
のリスク特性に基づいて、リスク抑制と期待リターン向
上を目指す、顧客本位の運用指南です。 

米国では対面営業支援のため運用会社が販売会社にロボアドを提供する動きが出ています。 
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中長期運用を指南するロボアド 

ロボアドで先行する米国の現状 

先行する米国では、（i）ベンチャー企業から成長したロボ
アド会社（Betterment､Wealthfront等）に加え、（ ii）イン
ターネット直販大手を含む投信等の販売会社（Charles 
Schwab､Vanguard等）が、ロボアド会社買収等を通じ導入
しています。従来、利用料金の高さなどで富裕層向けに
限られてきたフィナンシャル・アドバイザー（FA）の専門的
な運用提案をロボアドに代替させ、若年層を含む、新た
な顧客層を幅広く取り込む狙いがあるようです。 

 ロボアド会社は一般に、大手運用会社の既存ETF（上場
投資信託）の中から各資産クラス毎に１本ずつ採用した
計10数本のETFを組み合わせた多様なポートフォリオ群
を用意しています。個人投資家は、ロボアド会社に投資
口座を開設して資金を入金し、端末の画面上で幾つか
の質問に答えます。FAによる対面での「リスク特性洗い
出し質問」と同様のステップです。そして各個人のリスク
特性に合う最適なポートフォリオに、各々の投資資金が
振り分けられ、運用されるのです。 

最近では、（iii）運用会社（BlackRock、Invesco等）が、販
売会社やFAに対し、対面営業を支援する目的でロボア
ドを提供する、新たな動きがみられます。これらのロボア
ドは、「自社の運用商品に限定せず、他の運用会社の商
品も選べるオープン・アーキテクチャー形式が特徴」（英
FT紙、2016年1月17日付）です。「パッシブ運用のETFだ
けでなく、他社のアクティブ運用商品の品ぞろえを可能と
することで期待パフォーマンスを向上させ、対面営業の
際に、販売がより円滑となるよう支援」（同紙）する狙いが
あるようです。 

米国での新たな動き 

日本のロボアドが目指すもの 

日本では最近、銀行など投信の販売会社におい
てロボアド導入が広がりつつあります。これら販売
会社が目指すのは、（1）ベテラン担当者が担って
きた窓口での運用アドバイスを、中長期的運用を
指南するロボアドに一部代替させることで、対面に
よる顧客接点を強化しつつ、中長期投資に関心を
もつ新たな顧客層を幅広く獲得する狙いがあると
言えそうです。さらに、（2）次世代の主力顧客への
成長が期待される、インターネット販売に抵抗感
のない若年層の獲得に向けた環境整備としての
狙いもありそうです。 

 ロボアド導入の広がりに伴って、高機能化も進み
つつあります。リスク特性の判定及び資産配分の
提案という基本機能に加え、目標とその達成確度
を提示する機能などのあるロボアドも登場していま
す。将来的には、（各個人の多様なリスク特性に
対応できる）数千パターンものTVゲームのような動
画やサウンドで、投資に関心の薄い層を惹きつけ
るロボアド等の登場も見込まれます。 

今後、顧客本位の運用を指南するロボアドの導入
が進展し、中長期投資への新たな需要が喚起さ
れれば、「国民の安定的な資産形成を実現する資
金の流れへの転換」（「平成28事務年度 金融行政
方針」金融庁）が進む原動力ともなりそうです。 

 
  

 

 

  【図表】米国ロボアドの主な提供主体とその目的                                  

出所：各種資料より明治安田アセットマネジメント作成  
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   (iii)運用会社 
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